





A Teaching Report on Online Japanese-English Translation Class for Japanese 
University Students 
 
Due to the COVID-19 outbreak, a lot of universities in Japan switched to online 
classes for the spring semester in the 2020 academic year. The purpose of this paper is 
to report on the Japanese-English translation course conducted online for sophomores 
at Nagoya University of Foreign Studies. At the end of the semester, a questionnaire 
survey was conducted online to ask the students about what they thought of the 
online course. The result shows that over ninety percent of the students found the 
translation training useful as a language learning. 
 
1. はじめに 
新型コロナ感染症の影響により、2020 年度 1 期iは対面授業からオンライン授業へと授業形 
態が変わった。筆者が担当する「日英トランスレーション」クラスは、名古屋外国語大学世界教養




つであり、定員は約 30 名である。今学期の 1 限受講生は 29 名で、2 限受講生は 30 名だった。   
当該授業は、単語や短文の繰り返し練習、シャドウイング、ディクテーション、サイトトランスレー
ション、ロールプレイ等の通訳トレーニングを活用し、コミュニケーション能力の強化を図ることを学















  オンライン授業のプラットフォームとして、Google Classroom を使用した。Google Classroom
で受講生の使用ディバイスについてアンケートを実施した。1 限クラス受講生は全 29 名で有効回
答数は 29 だった。2 限クラス受講生は全 30 名で、有効回答数は 29 だった（有効回答数 58）。
また、自宅にプリンターがあるかどうかについても同様に Classroom でアンケートを実施した（有
効回答数 59）。 
 使用ディバイスについては、PC が 44 名と最も多く、次にスマホが 12 名、タブレットは 2 名だっ
た。プリンターの有無については 44 名があると回答し、19 名が無いと回答した。 
 
4. コーススケジュール 













第 1 回 コース説明 
第 2 回 Unit 1：家族 
第 3 回 Unit 1：家族 
第 4 回 Unit 2：大学生活 
第 5 回 Unit 2：大学生活 
第 6 回 Unit 3：趣味 
第 7 回 Unit 3：趣味 
第 8 回 第 1 回単語テスト(Unit1,2,3)  Unit 4：海外生活 
第 9 回 Unit 4：海外生活 
第 10 回 Unit 5：国際交流(1) 
第 11 回 Unit 5：国際交流(1) 
第 12 回 第 2 回単語テスト(Unit4,5) 通訳アクティビティー 
第 13 回 期末テスト 
第 14 回 Unit 6：国際交流(2)  





第 1 回 今後の課題提出方法、録音方法の確認 
第 2 回 単語の連続訳練習（英→日、日→英） 
第 3 回 シャドウイング 
第 4 回 単語の連続訳練習（英→日、日→英） 
第 5 回 シャドウイング、サイトラ、英→日通訳 
第 6 回 単語の連続訳練習（英→日、日→英） 
第 7 回 サイトラ、日→英通訳 
第 8 回 単語の連続訳練習（英→日、日→英） 
第 9 回 ディクテーション 
第 10 回 ディクテーション 
第 11 回 日→英通訳 
第 12 回 リスニングアクティビティー 
第 13 回 期末テスト 
第 14 回 ディクテーション 




■授業参加 30%：毎回課題を Google Classroom にアップロードし、課題提出を授業参加として
評価した。 
■単語テスト（全 2 回）40%：授業時間帯に Google Classroom で単語テストを実施した。 
■期末テスト 30%：第 13 回授業時間帯に Google Classroom でテストを実施した。 
 
全 2 回実施した単語テストは、学習した教科書の Unit に出てくる単語をテスト範囲とし、 
Google Classroom で実施した。期末テストは実力テストとし、日本語、英語の音声データそれぞ 
れ Google Classroom に添付し、日→英、英→日逐次通訳の録音データを提出してもらい評価 
した。日→英の音声データは家族についての内容で、長さは約 1 分間とした。英→日の音声デ 
ータは、アメリカの 10 代を対象にした価値観についての調査結果報告で、長さは約 1 分とした。
テストの制限時間は 30 分とした。評価方法はデリバリー、発音、正確さの 3 つをそれぞれ 5 点
満点で評価し、日→英、英→日それぞれ 15 点合計 30 点満点とした。 
 
6. アンケート調査実施 
期末テスト実施の翌週にあたる第 14 回オンライン授業で、今年度 1 期のオンライン授業 
についての無記名アンケート調査を Google Classroom で実施した。受講生 59 名のうち、有効
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